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Ｉ＝－－￣ 冒王第二章教授第十條高等科文科ノ學科目〈道義科、古典科、歴史科、經國科、哲學科、自然科、外國語科、教練科及体錬科トシ外一一選修科 第二陳第六條第十九條高等科一一於ケル修第二十陳高等科一一於テハ止切ナル指導ヲ爲スペシ ヲ置ク、選修科二搬テハ古典科歴史ヲ中心トスル事項又ハ外國語科一一於テー履修セザル外國語ノ中一ヲ履修セシム第十一一條高等科理科ノ學科目ハ道義科人文科数學科物理科化學科博物科外國語科教練科及艦錬科トス第十三條高等科理科ハ之ヲ甲類及乙類一一分シ第十六條高等學校ノ教持書ハ高等科一一在リテが文部大臣ノ認可ヲ受ヶ學校長之ラ定ムベシ 第一條高等學校一一於テハ高等學校令第一條ノ本旨二基キ左記事項一一留意シテ生徒フ教育スペシー、國艦ノ本義二微シ世界一一於ケル皇國ノ使命ヲ禮得シテ至誠壷忠克ク國家ノ重キー任ジ天業ヲ翼賛シ奉ルペキ人材プ錬成スペシーー、敬榊崇祀ノ念二蔦ク氣節ヲ尚ピ廉恥ヲ重ンジ剛毅果断ニシテ高趨淵達ノ氣宇一一富ム人物ヲ育成スベシーーー、修文練武心身一鵠ノ鍛錬ヲ重ンジテ質賞剛健ノ氣風ヲ振勵シ風紀禮節ノ厳正ヲ期スペシ四、稽古照今暴行一致ノ學風ヲ振起シ思索ヲ精ニシ識見ヲ長ジテ文化創造ノ根源カニ培フペシ第一一條高等學校一一於ケル授業ハ教授及修練トス教授及修練ハー艦トシテ之ヲ課スペシ 理科乙類第二學年は、道（三五）、鵠（六五）、合計一、一二五時間。 （六五）、合計一、一二五時間。 理科甲類第一學年は、道（三五）、艦（六五）、合計一、一二五時間。理科乙類第一學年は、道（三五）、鶴（六五）、合計一、一一一五時間。理科甲類第二學年は、道（三五）、高校後期 龍南への郷愁第一學期四月一日ヨリ八月二十日迄第二學期八月二十一日ヨリ十二月一一一十一日迄第一一一學期一月一日ヨリ一一一月三十 高等學校規程第一章總一日迄 學年ヲ分チテ左ノ三學期トス華一難 角涙シ｜ニユ上、刎肌＆争小高等科二於ケル修練ハ生徒ノ全生活ヲ對象トシーナ之ヲ行う高等科二於テハ生徒ヲ寮舍一一收容シテ修練ヲ爲スペシ但シ寮舎二收容シ得ザル生徒二對シテハ宿舍其ノ他二閥シ適 第三章Ｑ、五○ ○○｜自修（一時間 ○○一妃｝崖四○Ｃｌ日課鍛錬（約一時｛ 蚤 文部省令第二十七號則練戴禮集合（國放掲揚臺前）黙呼敬禮宮城遙垂魑操告知全校艘操峨鵬糾蛾放織雛蔓（） 生 人文（六五）、数（一○○）、物（一六五）、化（一六五）、博（一六五）、外（一一六五）、教（一○○）、 人文（六五）、数（二一一一○）、物（二○○）、化（一六五）、博（六五）、外（二○○）、教○一○○、体ｃｃ五○ 人文（一一一一○）、数（二○○）、物（一○○）、化（一○○）、博（一一一一○）、外（一一六五）、教（一○○）、 一二八人文（一三○）、数（二一一一○）、物（一一一一○）、化（一○○）、博（一一一五）、外（一一一○○）、教（一○○）、Ｐ、Ｌノ 日 （昭和十八年三月三十一日）活〕Ｏ坐、 要＝ 項星５哩勧二九し
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Ｉ H１すとしたら、この期間のことだけでも、に俟つ所以である。（昭和三十一年十月－１◇ｌ◇Ｉ の大夢だったら、そ（愚であってはならぬ。氏 名×渡井東一河瀬嘉一田中辰二○商森良人○上田英夫○藤田繁－高枚 それが、悲惨なる無條件降服のために、一朝にしてすべてを崩壊破滅せしめ、國民を、學徒を、一瞬にして千匁の深溪に顛落せしめ、自失虚脱の裡に、時に互に排摺して先を季ひ、息も絶え絶えに喘ぎつつ蟻ぢ登り行く、牛の歩みでもあった。故にもしそれが一夜の悪夢だったら、醒めては自から反りみ、白から清く生きなければならぬ。又もしそれが、試錬あっもの なますの大夢だったら、その後には、大覺がなければならぬ。良藥は口に苦く、劇菫母も時には薬となる。葵に懲りて霊を吹くの、 参考の爲に、昭和十一年から二十五年までの卒業生戯を表示すれば下記の通り。￣かくの如く槻じ來れば、それ等のことを、太平洋戦争を背景とし、世界史的並に日本史的見地に立って、細大となく記としたら、この期間のことだけでも、鬼大なる賞録ともなり、堂堂たる史論ともなるであらう。切に、同窓有能の諸賢侯つ所以である。（昭和三十一年十月十日、創立第六十九年記念の日） 小計 舗一伽Ｉ印ｉ刊 115 魂南への郷愁1００１１９６後 Ⅷ±…理慧雛i1iii期 3９１８ 1１０１１９９8４１１８０散散教教教教鑿 倉員（現職員） 1１５１２１９116 229川 131 267就任年次大正八一〈一一一一一一つ一四 149 馴一加一捌一柵､§ 149捕任學科生物英語國語・作文漢文・作文國語・作文物理 4０ 204233Hｕ昭和一一十五年三月一一一十一日現在○は三十一年十二月在職者×は逝去 242ｺﾞ８１］８４；５Ｈ 310狸一皿一町 359○○○○○稻安大小竹樋藤 346-369葉達原山原口井三達英直東金外輿文・雄經一文之文一理博理一一一男理 の表セクラうて示ｔｔＩｊＴＯよう'二鯛 一一一文科一理科一一一一合計左のグラフを見ると十七年、二回の卒業崖 回■■■■四F￣=曰呵－－－－－－－－＝■ニーニニＦ＝￣＝－－－－－－￣＝＝---￣－－－－＝＝＝＝￣＝＝－－－＝￣＝■襄二薑＝睾薑鬚臺熟議薫＝＝＝＝■■－局＝＝■＝＝さ五たえあて、羊天ニニーーニニ囲二卍ニーニーニー差=河藝藝の璽力区■－－－－－＝＝＝■ゴー■＝■接近して居るのに、可工丁岸二三二一￣÷敬散敦散教教教一三昭和一一一一一一一一’一一つ一一一一’一三一三一七八 十九年になって、箸るい､愛化があるのは、十七年の入學者の相違に依る。叉、上の表で、十九年から理科乙類の数が急に殖えて、文科の数が目立って減って居るのも、戦局の様相を物語って居る。凋語法制・經濟心理倫理化學物理数學一四九 四八/／ 勺夕ロ」 /』 '泌 /』 ′「Ｊ－ ﾉｱ ノア ﾉゲ /ソ ﾉ'’ '２ '』 ２▲ ７ざ 』Ｊ,リブノゴ） ■■アー 夕、dゲノフ 〃 ロ､ ￣｡■00IP 〆 Ｕ■’ 沢□■ グ０句のノ 〃。 〃 ‐、 口 「'1 □△ 、〃;‘‘） □■ ＶP ムー ●△■ノーグサ Ｐワｑ 巴’夕 -,Ｊ'･ノ ロ 一｡～夕ク －ケ＝ －－－ｑ ひ ワー､'.･ノ 、 夕 ノ０７ 、 ゴ ￣ ′巳 〆 ノ▽□ ク ㎡￣ －－■ 』 ノやノ ､､ゴタ ノ｡』 ′｡,DUO' ／￣－ ＝ 一ゴー＝ ､ 夕、’ □ 三 －￣￣ ￣－ 、 〃ＵＰ〃 、 二 ￣ Ｉ '』 ▲。 し ＞￣ 二丁 １ －コ」Lﾉ 、 ￣へ △￣ Ｌ 〆．） ￣ 浬一ア 、 〃。〕 、「 、」 「､'.ノ 百
氏
名
○
、
水
松
識
一
○
河
原
畑
正
行
○
高
野
巽
○
石
坂
正
藏
○
落
合
和
夫
○
山
田
昌
司
○
小
貫
一早
○
横
田
了
○
一
幅
山
四
郎
○
中
原
勇
○
和
田
勇
一
○
松
本
雅
明
寺
本
直
彦
○
佐
々
木
四
郎
○
大
久
保
武
男
○
田
崎
篤
次
郎
○
天
野
昌
久
天下の”五高”も創立當初は、”一高“が”｜中“であったやうに、高等學校としての”五高”でなく、九州に於ける
最高學府”第五高等中學校“としての”五中“であった。而して當時の中學校にしても、大・中・小學の中學で、今日と
比較にならぬほど、世間から高く評債されて居たことは、”創立以前“の中に書いておいた通りである。
然らば、その”第五“とは、その”高等中學校“とは、と考へて來ると、自然、その由來を記す必要を感じた。晩年の
高等學校、殊に事愛以後は、語學も輕んぜられて來たが、往年は、語學としての外に、教科書に至るまで、外國書を用ひ
て居る。かかる語學の尊重は、抑とどこから來たのであるか。
む
す
び
一五一
本稿は、云はぱ會員名簿の附録か、龍南追憶のしをｂで、刊行を間近に控へ、費用にも制限がある。且又、一身上の都
合もあり、一日も早く専攻の著述を續ける必要もあって、五十年史のやうに、前後三年有半を費すやうなわけにはゆかぬ。
それ故に、大凡の構想が纏まると、史料の入手次第、精査補筆することにして、夜を日に纏いで、一氣に初稿を終へた。
再三通讃してみると、記述の内容に輕重を誤ったり、學科・課程の愛遷に精粗があったり、全艘として、牛頭鼠尾に終っ
て居ることなどに氣づき、熟慮を累ね斧正を施して、｜一一たび稿を改めてみた。依然として意に満たない虚ばかりである。
一層のこと、構想を愛へて書き直さうかとも思ったが、今はその餘裕もなく、却って混凱を來す鶴もあるので、遂に止め
てしまった。いかにも、顧みて他を言ふ嫌もあるが、その理由の一一一一一を述べてみたい。
龍
南
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